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第 4 章では視覚モデルによって幾何学的錯視現象を解析することを目的として， ミュラー・リヤー
(ML) 錯視，ポッゲンドルフ (p) 錯視，ヘルムホルツ (H) 錯視について測定した結果について述
べた。
第 5 章では側抑制モデルを用いて，上記 ML およびP 錯視現象を解析した。その結果モデルによる
理論錯視量と，実測値との間には高い相関が見られ，これらの錯視現象の発生機序が明らかになった。
また錯視現象と図形の特徴抽出機能とは表裏の関係にあることが明らかとなった。
第 6 章では格子図形に関する H錯視現象と対比同化現象とは同ーの神経構造から発生し， しかも，
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ML 、 P錯視と同様側抑機構に由来することを明らかにした。








第 9 章は本研究の結論であり 上記結果の概要をのべた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，視覚パタン認識装置開発のための手がかりを人間の視覚系にわける情報処理過程に求め
ようとして行なった研究である。まず生理学的知見に基づいて視覚系のモデルを作成し，図形の特徴
抽出機能をもつことを，静止図形，運動図形について確かめている。次に，錯視という特異な現象に
着目し，上記モデルを用いて，種々の錯視現象の定量的解析に成功している。この結果，著者の提案
している視覚モデルは，図形認識に必要な機能と同時に，錯視という特異な特性をも備えたもので，
人間の視覚系のモデルとして信窓性の高いものであるといえる。したがって，この結果は視覚パタン
認識装置開発上重要な手がかりを与えることは勿論であるが，生理学，心理学の分野にも新しい知見
を与えるものである。
以上のように本論文は，図形認識の面で工学に貢献するところが大であり，博士論文として価値あ
るものと言忍める。
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